
　

＊
刑
場
「

＊
刑
場
「
誰だ

が
だ
が

姿す
の
す
の

森も
り
も
り

」　」　

江

の
島
を
目
前
に
す
る
藤
沢
市

の
島
を
目
前
に
す
る
藤
沢
市

片
瀬
海
岸
一
帯
は
、
古
く
は

片
瀬
海
岸
一
帯
は
、
古
く
は

行
き
交
う
人
の
顔
も
定
か
な

行
き
交
う
人
の
顔
も
定
か
な

ら
ぬ
森
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ら
ぬ
森
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

誰
姿
森
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

誰
姿
森
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
暗
さ
を
利

た
。
ま
た
、
こ
の
暗
さ
を
利

用
し
た
の
で
し
ょ
う
。
一
帯

用
し
た
の
で
し
ょ
う
。
一
帯

は
刑
場
で
も
あ
っ
た
よ
う
で

は
刑
場
で
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
北
条
氏
に
敗
れ
た
和
田

す
。
北
条
氏
に
敗
れ
た
和
田

氏
の
残
党
２
３
０
余
人
が
さ

氏
の
残
党
２
３
０
余
人
が
さ

ら
し
首
に
さ
れ
た
り
、
日
蓮

ら
し
首
に
さ
れ
た
り
、
日
蓮

上
人
が
命
を
取
ら
れ
そ
う
に

上
人
が
命
を
取
ら
れ
そ
う
に

な
っ
た
り
し
た
の
も
、
片
瀬

な
っ
た
り
し
た
の
も
、
片
瀬

川
の
ほ
と
り
で
す
。

川
の
ほ
と
り
で
す
。

　

＊
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
友
好

＊
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
友
好

の
塚
の
塚　

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
の

　

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
の

江
の
島
駅
に
近
い
常
立
寺
も

江
の
島
駅
に
近
い
常
立
寺
も

こ
う
し
た
歴
史
に
つ
な
が
る

こ
う
し
た
歴
史
に
つ
な
が
る

寺
で
す
。
元
使
塚
の
あ
る
寺

寺
で
す
。
元
使
塚
の
あ
る
寺

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

蒙
古
の
皇
帝
ク
ビ
ラ
イ
の
使

蒙
古
の
皇
帝
ク
ビ
ラ
イ
の
使

い
と
し
て
来
日
し
た
人
た
ち

い
と
し
て
来
日
し
た
人
た
ち

の
墓
で
す
。
彼
ら
は
日
本
に

の
墓
で
す
。
彼
ら
は
日
本
に

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
従
う
よ
う

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
従
う
よ
う

勧
告
す
る
た
め
に
来
た
の
で

勧
告
す
る
た
め
に
来
た
の
で

す
が
、
反
発
し
た
鎌
倉
幕
府

す
が
、
反
発
し
た
鎌
倉
幕
府

に
処
刑
さ
れ
た
の
で
し
た
。

に
処
刑
さ
れ
た
の
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
７
百
年
余
、
墓
は

そ
れ
か
ら
７
百
年
余
、
墓
は

守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
モ
ン
ゴ
ル
の
人
た
ち
が
感

に
モ
ン
ゴ
ル
の
人
た
ち
が
感

激
し
、
大
使
や
大
相
撲
の
力

激
し
、
大
使
や
大
相
撲
の
力

　

「
鎌
倉
市
政
を
考
え
る

　

「
鎌
倉
市
政
を
考
え
る

市
民
の
会
（
市
川
和
夫
代

市
民
の
会
（
市
川
和
夫
代

表
）
」
が
若
宮
町
内
会
や
周

表
）
」
が
若
宮
町
内
会
や
周

辺
住
民
の
協
力
で
、
７
月
７

辺
住
民
の
協
力
で
、
７
月
７

日
、
若
宮
大
路
の
松
並
木
周

日
、
若
宮
大
路
の
松
並
木
周

辺
の
除
草
や
低
灌
木
の
剪
定

辺
の
除
草
や
低
灌
木
の
剪
定

の
作
業
を
行
っ
た

の
作
業
を
行
っ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
会
は
、
住
み
よ
い
ま
ち

　

同
会
は
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
推
進
へ
向
け
て
２
０

づ
く
り
推
進
へ
向
け
て
２
０

０
６
年
発
足
、
鎌
倉
市
政
の

０
６
年
発
足
、
鎌
倉
市
政
の

調
査
研
究
、
提
言
、
市
と
の

調
査
研
究
、
提
言
、
市
と
の

協
働
な
ど
を
し
て
い
る
。

協
働
な
ど
を
し
て
い
る
。

　

若
宮
大
路
は
か
つ
て
松
に

　

若
宮
大
路
は
か
つ
て
松
に

覆
わ
れ
て
い
た
が
、
１
９
４

覆
わ
れ
て
い
た
が
、
１
９
４

５
年（
昭
和

５
年（
昭
和
2020
）ご
ろ
害
虫
の

）ご
ろ
害
虫
の

被
害
を
受
け
て
大
半
が
枯
死

被
害
を
受
け
て
大
半
が
枯
死

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
同

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
同

会
で
は
、
往
時
の
松
並
木
を

会
で
は
、
往
時
の
松
並
木
を

取
り
戻
し
、
若
宮
大
路
を

取
り
戻
し
、
若
宮
大
路
を

風
情
の
あ
る
空
間
に
し
よ

風
情
の
あ
る
空
間
に
し
よ

う
と
、
荒
廃
が
著
し
い
一

う
と
、
荒
廃
が
著
し
い
一

の
鳥
居
か
ら
海
岸
に
か
け

の
鳥
居
か
ら
海
岸
に
か
け

て
の
約
５
百
㍍
に
松
を
再

て
の
約
５
百
㍍
に
松
を
再

生
す
る
「
若
宮
大
路
松

生
す
る
「
若
宮
大
路
松

並
木
再
生
計
画
」
を
提
案

並
木
再
生
計
画
」
を
提
案

し
、
２
０
０
８
年
か
ら
県

し
、
２
０
０
８
年
か
ら
県

藤
沢
土
木
事
務
所
、
鎌
倉

藤
沢
土
木
事
務
所
、
鎌
倉

市
と
協
働
で
取
り
組
む
。

市
と
協
働
で
取
り
組
む
。

　

こ
れ
ま
で
植
樹
さ
れ
た

　

こ
れ
ま
で
植
樹
さ
れ
た

　

鎌
倉
美
術
家
協
会
（
峯
尾
直

　

鎌
倉
美
術
家
協
会
（
峯
尾
直

明
理
事
長
・
会
員
約
２
百
人
）

明
理
事
長
・
会
員
約
２
百
人
）

主
催
の
第

主
催
の
第
5353
回
記
念
鎌
倉
美
術

回
記
念
鎌
倉
美
術

展
が
６
月

展
が
６
月
2929
日
か
ら
７
月
５
日

日
か
ら
７
月
５
日

ま
で
鎌
倉
芸
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ま
で
鎌
倉
芸
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
か
れ
た
。
日
本
画
・
洋
画

で
開
か
れ
た
。
日
本
画
・
洋
画

・
工
芸
（
染
織
・
陶
芸
）
の
部

・
工
芸
（
染
織
・
陶
芸
）
の
部

門
で
、
１
２
７
点
の
応
募
が
あ

門
で
、
１
２
７
点
の
応
募
が
あ

り
、
入
選
作
１
１
２
点
と
会
員

り
、
入
選
作
１
１
２
点
と
会
員

・
会
友
の
作
品
１
４
８
点
の
合

・
会
友
の
作
品
１
４
８
点
の
合

計
２
６
０
点
が
展
示
さ
れ
た
。

計
２
６
０
点
が
展
示
さ
れ
た
。

　

鎌
倉
朝
日
賞
に
野
崎
方
子
さ

　

鎌
倉
朝
日
賞
に
野
崎
方
子
さ

ん
の
日
本
画
「
城
ヶ
崎
海
岸
」

ん
の
日
本
画
「
城
ヶ
崎
海
岸
」

と
、長
谷
川
俊
子
さ
ん
の
洋
画

と
、長
谷
川
俊
子
さ
ん
の
洋
画

「
鎮
魂
」が
選
ば
れ
た
。

「
鎮
魂
」が
選
ば
れ
た
。

　

主
な
受
賞
者
次
の
と
お
り
。

　

主
な
受
賞
者
次
の
と
お
り
。

▽
笹
り
ん
ど
う
賞
＝
黒
川
明

▽
笹
り
ん
ど
う
賞
＝
黒
川
明

（
洋
画
）
金
子
早
智
子（
工
芸
）

（
洋
画
）
金
子
早
智
子（
工
芸
）

▽
鎌
倉
美
術
家
協
会
賞
＝
小
川

▽
鎌
倉
美
術
家
協
会
賞
＝
小
川

和
男（
洋
画
）▽
会
員
賞
＝
杉
浦

和
男（
洋
画
）▽
会
員
賞
＝
杉
浦

節
子
（
日
本

節
子
（
日
本

画
）
金
子
千

画
）
金
子
千

室
博
道（
洋
画
）田
中
ち
か（
工

室
博
道（
洋
画
）田
中
ち
か（
工

芸
）▽
シ
ン
リ
ュ
ウ
賞
＝
伊
藤

芸
）▽
シ
ン
リ
ュ
ウ
賞
＝
伊
藤

進
矢
・
谷
川
功（
工
芸
）▽
コ
ビ

進
矢
・
谷
川
功（
工
芸
）▽
コ
ビ

ト
の
く
つ
賞
＝
宮
寺
啓
介（
洋

ト
の
く
つ
賞
＝
宮
寺
啓
介（
洋

画
）
画
） 

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

松
は
松
は
3535
本
。
本
。6565
本
し
か
残
っ

本
し
か
残
っ

て
い
な
か
っ
た
松
が
百
本
に

て
い
な
か
っ
た
松
が
百
本
に

な
り
、
植
樹
前
は
３
割
強
が

な
り
、
植
樹
前
は
３
割
強
が

歯
抜
け
に
な
っ
て
い
た
松
並

歯
抜
け
に
な
っ
て
い
た
松
並

木
が
復
活
。
昨
年
か
ら
今
年

木
が
復
活
。
昨
年
か
ら
今
年

に
か
け
て
さ
ら
に
海
岸
の
植

に
か
け
て
さ
ら
に
海
岸
の
植

え
込
み
に
５
本
が
植
樹
さ
れ

え
込
み
に
５
本
が
植
樹
さ
れ

た
。
日
ご
ろ
の
手
入
れ
も
大

た
。
日
ご
ろ
の
手
入
れ
も
大

切
と
、
同
会
で
は
、
春
秋
の

切
と
、
同
会
で
は
、
春
秋
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
か
ま
く
ら

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
か
ま
く
ら

市
内
一
斉
清
掃
を
含
め
、年

市
内
一
斉
清
掃
を
含
め
、年

５
回
手
入
れ
を
す
る
。こ
の

５
回
手
入
れ
を
す
る
。こ
の

日
は
日
は
1010
余
人
が
参
加
し
、
若

余
人
が
参
加
し
、
若

宮
町
内
会
の
町
美
化
担
当
の

宮
町
内
会
の
町
美
化
担
当
の

鈴
木
昭
正
さ
ん
ら
が
草
刈
り

鈴
木
昭
正
さ
ん
ら
が
草
刈
り

機
で
低
灌
木
の
剪
定
を
行

機
で
低
灌
木
の
剪
定
を
行

い
、
会
員
が
リ
ヤ
カ
ー
に
積

い
、
会
員
が
リ
ヤ
カ
ー
に
積

ん
で
一
カ
所
に
集
め
た
。

ん
で
一
カ
所
に
集
め
た
。

　

同
会
の
松
山
淑
郎
さ
ん
は

　

同
会
の
松
山
淑
郎
さ
ん
は

「
地
元
住
民
と
の
コ
ラ
ボ
が

「
地
元
住
民
と
の
コ
ラ
ボ
が

重
要
。
県
も
積
極
的
に
関
与

重
要
。
県
も
積
極
的
に
関
与

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

松
並
木
も
再
生
し
つ
つ
あ

松
並
木
も
再
生
し
つ
つ
あ

る
」
と
話
し
て
い
た
。

る
」
と
話
し
て
い
た
。

鶴（
洋
画
）髙
橋
和
子（
工
芸
）▽

鶴（
洋
画
）髙
橋
和
子（
工
芸
）▽

会
友
賞
＝
鈴
木
通
子（
日
本
画
）

会
友
賞
＝
鈴
木
通
子（
日
本
画
）

元
田
寛
子（
洋
画
）花
見
昌
道

元
田
寛
子（
洋
画
）花
見
昌
道

（
工
芸
）▽
県
知
事
賞
＝
石
神
み

（
工
芸
）▽
県
知
事
賞
＝
石
神
み

つ
子（
日
本
画
）▽
市
長
賞
＝
田

つ
子（
日
本
画
）▽
市
長
賞
＝
田

中
實（
洋
画
）中
山
愛
子（
工
芸
）

中
實（
洋
画
）中
山
愛
子（
工
芸
）

▽
奨
励
賞
＝
松
本
偉
生
利（
洋

▽
奨
励
賞
＝
松
本
偉
生
利（
洋

画
）▽
鎌
倉
朝
日
新
聞
社
賞
＝

画
）▽
鎌
倉
朝
日
新
聞
社
賞
＝

野
崎
方
子（
日
本
画
）長
谷
川
俊

野
崎
方
子（
日
本
画
）長
谷
川
俊

子（
洋
画
）▽
ホ
ル
ベ
イ
ン
賞
＝

子（
洋
画
）▽
ホ
ル
ベ
イ
ン
賞
＝

矢
ケ
部
昭
彦
・
住
吉
順
一（
洋

矢
ケ
部
昭
彦
・
住
吉
順
一（
洋

画
）▽
ク
サ
カ
ベ

画
）▽
ク
サ
カ
ベ

賞
＝
大
方
悦
子

賞
＝
大
方
悦
子

・
芳
賀
徹（
洋

・
芳
賀
徹（
洋

画
）▽
マ
ツ
ダ
賞

画
）▽
マ
ツ
ダ
賞

＝
小
手
川
征
三

＝
小
手
川
征
三

郎
・
芥
川
良
子

郎
・
芥
川
良
子

（
洋
画
）▽
ト
ッ

（
洋
画
）▽
ト
ッ

プ
ア
ー
ト
賞
＝

プ
ア
ー
ト
賞
＝

萩
原
和
子（
日
本

萩
原
和
子（
日
本

画
）▽
ア
ー
ト
フ

画
）▽
ア
ー
ト
フ

レ
ー
ム
賞
＝
古

レ
ー
ム
賞
＝
古

　

第

　

第
4545
回
鎌
倉
写
真
連
盟
展
が

回
鎌
倉
写
真
連
盟
展
が

７
月
中
旬
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ

７
月
中
旬
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
鎌
倉
を
中

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
鎌
倉
を
中

心
に
活
動
す
る

心
に
活
動
す
る
1313
団
体
の
作
品

団
体
の
作
品

約
１
７
０
点
が
展
示
さ
れ
た
。

約
１
７
０
点
が
展
示
さ
れ
た
。

　

大
賞
の
鎌
倉
市
長
賞
は
奥
村

　

大
賞
の
鎌
倉
市
長
賞
は
奥
村

洋
司
さ
ん
の
「
古
民
家
光
彩
」

洋
司
さ
ん
の
「
古
民
家
光
彩
」

で
、
で
、
3636
人
が
入
選
。
鎌
倉
朝
日

人
が
入
選
。
鎌
倉
朝
日

賞
は
鎌
倉
在
住
の
平
田
幸
雄
さ

賞
は
鎌
倉
在
住
の
平
田
幸
雄
さ

ん
の
「
い
ず
れ
を
切
る
か
」。

ん
の
「
い
ず
れ
を
切
る
か
」。

手
斧
始
式
の
儀
式
を
合
成
し
た

手
斧
始
式
の
儀
式
を
合
成
し
た

と
い
う
。

と
い
う
。

　

主
な
受
賞
者
次
の
と
お
り
。

　

主
な
受
賞
者
次
の
と
お
り
。

▽
鎌
倉
市
長
賞
＝
奥
村
洋
司
▽

▽
鎌
倉
市
長
賞
＝
奥
村
洋
司
▽

市
議
会
議
長
賞
＝
鈴
木
孝
雄
▽

市
議
会
議
長
賞
＝
鈴
木
孝
雄
▽

市
商
工
会
議
所
会
頭
賞
＝
佐
田

市
商
工
会
議
所
会
頭
賞
＝
佐
田

哲
男
▽
市
観
光
協
会
会
長
賞
＝

哲
男
▽
市
観
光
協
会
会
長
賞
＝

友
田
悦
子
▽
市
教
委
賞
＝
岡
安

友
田
悦
子
▽
市
教
委
賞
＝
岡
安

正
宣
▽
鎌
倉
朝
日
賞
＝
平
田
幸

正
宣
▽
鎌
倉
朝
日
賞
＝
平
田
幸

雄
▽
同
写
真
連
盟
賞
＝
坂
井
弘

雄
▽
同
写
真
連
盟
賞
＝
坂
井
弘

一
・
野
田
光
治

一
・
野
田
光
治
･
奥
村
泰
子
▽

奥
村
泰
子
▽

審
査
委
員
賞
＝
西
山
英
幸

審
査
委
員
賞
＝
西
山
英
幸
･
大

澤
和
恵

澤
和
恵
･
本
多
広
幸
▽
特
別
連

本
多
広
幸
▽
特
別
連

盟
賞
＝
畑
山
冨
夫

盟
賞
＝
畑
山
冨
夫
･
根
岸
春
雄

根
岸
春
雄

･
岡
田
徳
治

岡
田
徳
治
･
湯
浅
一
彦
▽
入

湯
浅
一
彦
▽
入

選
＝
代
田
良
春
ほ
か

選
＝
代
田
良
春
ほ
か
1919
人

 

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

上
人
は

上
人
は
4343
歳
の
時
、
千
葉
の

歳
の
時
、
千
葉
の

鴨
川
で
暴
漢
に
襲
わ
れ
、
右

鴨
川
で
暴
漢
に
襲
わ
れ
、
右

の
眉
間
を
斬
ら
れ
ま
し
た
。

の
眉
間
を
斬
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
ど
の
寺
で
も
、
冬
に

そ
れ
で
ど
の
寺
で
も
、
冬
に

な
る
と
、
傷
が
痛
ま
ぬ
よ
う

な
る
と
、
傷
が
痛
ま
ぬ
よ
う

に
と
、
祖
師
の
お
像
に
綿
帽

に
と
、
祖
師
の
お
像
に
綿
帽

子
を
か
ぶ
せ
る
の
で
す
」

子
を
か
ぶ
せ
る
の
で
す
」

　

大
根
師
の
頭
痛
と
あ
ま
り

　

大
根
師
の
頭
痛
と
あ
ま
り

に
も
符
合
す
る
話
で
す
。
今

に
も
符
合
す
る
話
で
す
。
今

も
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
な

も
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
な

気
分
で
す
。

気
分
で
す
。

士
が
訪

士
が
訪

れ
、
塚
に

れ
、
塚
に

立
つ
五
輪

立
つ
五
輪

塔
に
モ
ン

塔
に
モ
ン

ゴ
ル
ブ
ル

ゴ
ル
ブ
ル

ー
の
布

ー
の
布

（
ハ
ダ
ク
）

（
ハ
ダ
ク
）

を
奉
納
し
て
い
き
ま
す
。

を
奉
納
し
て
い
き
ま
す
。

　

＊
肩
寄
せ
る
童
子
像

＊
肩
寄
せ
る
童
子
像　

６

　

６

月
、
ア
ー
ス
パ
ワ
ー
を
探
索

月
、
ア
ー
ス
パ
ワ
ー
を
探
索

す
る
皆
さ
ん
と
日
蒙
友
好
の

す
る
皆
さ
ん
と
日
蒙
友
好
の

寺
を
訪
問
し
ま
し
た
。
グ
ル

寺
を
訪
問
し
ま
し
た
。
グ
ル

ー
プ
の
足
は
、
早
く
も
門
前

ー
プ
の
足
は
、
早
く
も
門
前

で
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

で
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
境
内
か
ら
い
い
匂
い
が

た
。
境
内
か
ら
い
い
匂
い
が

流
れ
て
く
る
と
い
う
の
で

流
れ
て
く
る
と
い
う
の
で

す
。
常
立
寺
は
梅
の
多
い
寺

す
。
常
立
寺
は
梅
の
多
い
寺

で
す
が
、
今
は
季
節
で
は
あ

で
す
が
、
今
は
季
節
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
を
主

り
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
を
主

宰
す
る
大
根
弘
行
師
は
、
参

宰
す
る
大
根
弘
行
師
は
、
参

道
に
並
ぶ
石
仏
に
注
目
し
ま

道
に
並
ぶ
石
仏
に
注
目
し
ま

し
た
。
江
戸
時
代
の
墓
で
、

し
た
。
江
戸
時
代
の
墓
で
、

３
体
ず
つ
寄
り
添
っ
て

３
体
ず
つ
寄
り
添
っ
て

並
ん
で
い
ま
す
。
童

並
ん
で
い
ま
す
。
童

子
、童
女
の
名
を
刻
ん

子
、童
女
の
名
を
刻
ん

だ
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

だ
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

大
根
師
が
納
得
い
く
よ
う

　

大
根
師
が
納
得
い
く
よ
う

な
事
を
言
わ
れ
ま
し
た
。「
子

な
事
を
言
わ
れ
ま
し
た
。「
子

供
が
寂
し
く
な
い
よ
う
に
と

供
が
寂
し
く
な
い
よ
う
に
と

寄
せ
て
祀
っ
た
の
か
な
。
温

寄
せ
て
祀
っ
た
の
か
な
。
温

か
い
配
慮
だ
。
こ
れ
が
匂
い

か
い
配
慮
だ
。
こ
れ
が
匂
い

の
原
因
か
も
し
れ
な
い
」
。

の
原
因
か
も
し
れ
な
い
」
。

　

＊
元
使
塚
の
パ
ワ
ー

＊
元
使
塚
の
パ
ワ
ー　

元

　

元

使
塚
は
、
境
内
左
手
に
あ
り

使
塚
は
、
境
内
左
手
に
あ
り

ま
す
。
塚
の
上
の
香
炉
に
は

ま
す
。
塚
の
上
の
香
炉
に
は

「
元
使
塚
、
誰
姿
森
」
の
文

「
元
使
塚
、
誰
姿
森
」
の
文

字
が
見
え
ま
す
。
ア
ー
ス
パ

字
が
見
え
ま
す
。
ア
ー
ス
パ

ワ
ー
は
、
塚
の
右
手
前
に
あ

ワ
ー
は
、
塚
の
右
手
前
に
あ

る
よ
う
で
す
。「
ず
ん
ず
ん

る
よ
う
で
す
。「
ず
ん
ず
ん

と
い
う
感
じ
だ
！
」「
身
体

と
い
う
感
じ
だ
！
」「
身
体

が
軽
く
な
っ
た
」「
私
は
足

が
軽
く
な
っ
た
」「
私
は
足

が
痛
く
感
じ
る
」
と
メ
ン
バ

が
痛
く
感
じ
る
」
と
メ
ン
バ

ー
の
感
想
は
様
々
で
す
。

ー
の
感
想
は
様
々
で
す
。

　

＊
安
ら
か
な
寺

＊
安
ら
か
な
寺　

本
堂
の

　

本
堂
の

前
に
も
不
思
議
な
力
が
潜
ん

前
に
も
不
思
議
な
力
が
潜
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。
大
き
な

で
い
る
よ
う
で
す
。
大
き
な

香
炉
の
辺
に
は
、
線
香
と
は

香
炉
の
辺
に
は
、
線
香
と
は

違
う
匂
い
が
流
れ
て
い
る
と

違
う
匂
い
が
流
れ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。
軒
下
に
吊
っ
た

い
い
ま
す
。
軒
下
に
吊
っ
た

鰐わ
に
わ
に

口ぐ
ち
ぐ
ち

の
動
き
も
妙
で
す
。
鰐

の
動
き
も
妙
で
す
。
鰐

口
に
付
い
た
綱
が
微
妙
に
揺

口
に
付
い
た
綱
が
微
妙
に
揺

れ
る
の
で
す
。
風
も
な
い
の

れ
る
の
で
す
。
風
も
な
い
の

に
揺
れ
、
突
然
静
止
、
ま
た

に
揺
れ
、
突
然
静
止
、
ま
た

揺
れ
る
の
で
す
。
風
で
も
な

揺
れ
る
の
で
す
。
風
で
も
な

い
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
振
動
と

い
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
振
動
と

も
、
連
動
し
な
い
動
き
で

も
、
連
動
し
な
い
動
き
で

す
。
原
因
は
大
根
師
に
も
分

す
。
原
因
は
大
根
師
に
も
分

か
ら
ず
終
い
で
し
た
が
、
心

か
ら
ず
終
い
で
し
た
が
、
心

が
落
ち
着
く
水
平
動
で
す
。

が
落
ち
着
く
水
平
動
で
す
。

　

「
安
ら
か
な
お
寺
で
す

　

「
安
ら
か
な
お
寺
で
す

ね
。
香
り
と
温
か
さ
が
あ

ね
。
香
り
と
温
か
さ
が
あ

る
」
常
立
寺
の
古
い
名
は
回

る
」
常
立
寺
の
古
い
名
は
回

向
山
利
生
寺
。
利
生
と
は
生

向
山
利
生
寺
。
利
生
と
は
生

き
と
し
生
け
る
も
の
を
救
う

き
と
し
生
け
る
も
の
を
救
う

と
い
う
意
。
名
前
の
通
り
、

と
い
う
意
。
名
前
の
通
り
、

回
向
が
行
き
届
き
、
こ
こ
に

回
向
が
行
き
届
き
、
こ
こ
に

眠
る
霊
は
、
安
ら
い
で
い
る

眠
る
霊
は
、
安
ら
い
で
い
る

の
で
し
ょ
う
。

の
で
し
ょ
う
。

　

＊
龍
口
寺
の
変
事

＊
龍
口
寺
の
変
事　

次
に

　

次
に

訪
ね
た
の
は
龍
口
寺
で
す
。

訪
ね
た
の
は
龍
口
寺
で
す
。

処
刑
寸
前
に
光
物
が
現
れ
、

処
刑
寸
前
に
光
物
が
現
れ
、

日
蓮
上
人
を
救
っ
た
と
い
う

日
蓮
上
人
を
救
っ
た
と
い
う

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
伝
え
の
あ

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
伝
え
の
あ

る
所
で
す
。
霊
感
鋭
い
人
た

る
所
で
す
。
霊
感
鋭
い
人
た

ち
の
反
応
も
さ
ぞ
や
と
思
っ

ち
の
反
応
も
さ
ぞ
や
と
思
っ

た
の
で
す
が
、
意
外
に
も
み

た
の
で
す
が
、
意
外
に
も
み

な
冷
静
で
し
た
。
刑
場
の
碑

な
冷
静
で
し
た
。
刑
場
の
碑

の
立
つ
辺
り
で
の
反
応
も
い

の
立
つ
辺
り
で
の
反
応
も
い

ま
一
つ
。境
内
に
入
っ
て
も
、

ま
一
つ
。境
内
に
入
っ
て
も
、

さ
し
た
る
動
き
は
見
ら
れ

さ
し
た
る
動
き
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
。「
刑
場
に
散
っ
た
霊

ま
せ
ん
。「
刑
場
に
散
っ
た
霊

も
、手
厚
く
供
養
さ
れ
、
落

も
、手
厚
く
供
養
さ
れ
、
落

ち
着
い
て
い
る
ら
し
い
」
。

ち
着
い
て
い
る
ら
し
い
」
。

大
根
師
も
、
そ
う
言
い
な
が

大
根
師
も
、
そ
う
言
い
な
が

ら
本
堂
に
上
が
り
ま
し
た
。

ら
本
堂
に
上
が
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昇
殿
す
る
と
、
頭

と
こ
ろ
が
昇
殿
す
る
と
、
頭

が
痛
い
と
言
い
始
め
ま
し

が
痛
い
と
言
い
始
め
ま
し

た
。
原
因
は
思
い
当
た
り
ま

た
。
原
因
は
思
い
当
た
り
ま

せ
ん
。
堂
内
に
い
る
お
坊
さ

せ
ん
。
堂
内
に
い
る
お
坊
さ

ん
に
伺
う
と
意
外
な
事
を
教

ん
に
伺
う
と
意
外
な
事
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。「
ど
の
辺

え
て
く
れ
ま
し
た
。「
ど
の
辺

が
痛
い
の
で
す
か
？
」「
右

が
痛
い
の
で
す
か
？
」「
右

目
の
上
の
方
で
す
」「
日
蓮

目
の
上
の
方
で
す
」「
日
蓮

野
崎
方
子
「
城
ヶ
崎
海
岸
」

野
崎
方
子
「
城
ヶ
崎
海
岸
」

長
谷
川
俊
子
「
鎮
魂
」

長
谷
川
俊
子
「
鎮
魂
」

常立寺の元使塚常立寺の元使塚

龍の口刑場跡龍の口刑場跡

平
田
幸
雄「
い
ず
れ
を
切
る
か
」

平
田
幸
雄「
い
ず
れ
を
切
る
か
」

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦 1616

誰
姿
森
の
変
事

誰
姿
森
の
変
事

若
宮
大
路
に
松
並
木
再
生

若
宮
大
路
に
松
並
木
再
生

市
民
団
体
や
地
元
町
内
会

市
民
団
体
や
地
元
町
内
会

第
5353
回
鎌
倉
美
術
家
協
会
展

回
鎌
倉
美
術
家
協
会
展

第
4545
回
鎌
倉
写
真
連
盟
展

回
鎌
倉
写
真
連
盟
展

鎌
倉
朝
日
賞
に
野
崎

鎌
倉
朝
日
賞
に
野
崎
さ　さ　

　

ん

　

ん

長
谷
川

長
谷
川
さ　さ　

　

ん

　

ん（
絵
画
）
平
田

（
絵
画
）
平
田
さ　さ　

　

ん

　

ん（
写
真
）

（
写
真
）

２０１８年（平成３０年）８月１日 第473号 1部　108円 （２）


